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１ 審査基準書の位置づけ 

 本審査基準書は、旧寄中学校利活用事業（以下、「本事業」という。）を実施する利活用事業者

を選定するにあたり、「旧寄中学校利活用事業者選定委員会」（以下「選定委員会」という。）にお

いて、最も優れた提案者を選定するための方法及び評価基準等を示したものであり、募集要項と

一体のものである。 

 なお、本審査基準書で使用する用語の定義は、同一の名称によって募集要項において使用され

る用語と同一のものである。 

 

２ 優先交渉権者選定までの流れ 

 優先交渉権者の選定にあたっては、提案内容の審査及び提案価格の確認を実施する。 
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３ 提案書類の確認 

 提出書類の確認は、募集要項等にて求めている提案書類に不備や不足がないかを確認し、問題

がなければ受理します。 

 一度提出された提案書類の内容変更や差替えは原則として認めません。 

 

４ 提案内容審査 

各評価事項について、選定委員会において、提案内容の審査・評価を行います。 

 

（１）審査及び優先交渉権者の選定 

選定委員会は、応募のあった提案内容の審査・評価を行い、審査項目・評価内容ごとの評価

点（以下「提案内容評価点」という。）を決定します。また、後に示す方法で提案価格に対する

価格点を決定し、提案内容評価点と価格点の合計点（以下「総合評価値」という。）を算出しま

す。 

選定委員会は、総合評価値を基準として協議を行い、最も優れていると判断された者を優先

交渉権者、次点の者を次点交渉権者として選定し、審査講評を付して町に報告します。町は、

その報告を尊重して、優先交渉権者、次点交渉権者を決定するものとします。 

総合評価値は満点を 200 点とし、内訳は提案内容評価点：170 点、価格点：30点とします 

なお、選定委員会における優先交渉権者と次点交渉権者の選定においては、総合評価値が次

に示す基準点以上であったグループの中から決定するものとします。 

 

（２）優先交渉権者選定における基準点 

審査委員会は、提案内容の審査・評価にあたり、あらかじめ優先交渉権選定における基準点

（以下「基準点」という。）を設定するものとし、基準点は 120 点とします。 

総合評価値が 120 点に満たない応募者については、優先交渉権者及び次点交渉権者として選

定しません。 

 

（３）審査結果の公表 

審査結果は、応募のあった全ての応募者に速やかに通知します。また、優先交渉権者と基本

協定締結後、審査結果と審査講評を町のホームページで公表します。 

 

（４）提案内容評価点の算定方法 

提案内容評価点は満点を 170 点とし、審査項目の細目毎に内容を評価してそれぞれの審査委

員が採点します。 

各審査委員の採点のうち、最高点、最低点を付けた、それぞれ１名の審査委員の採点を除い

た採点を平均して、審査項目毎に平均点を計算して提案内容評価点を算出します。平均する際

には小数点第３位を四捨五入します。 

 

（５）価格点の算定方法 

価格点は満点を 30 点とし、各応募者の価格点は、町の定める基準価格と応募者の提案価格
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（価格提案書に記載された貸付料の年額）を基に評価します。 

 

（６）応募者が１者の場合の審査方法 

応募者が１者の場合は、提案内容の審査・評価を行い、価格点を満点として扱ったうえで、

総合評価値が基準点を超え、かつ審査委員会で協議のうえ適当と判断された場合、優先交渉権

者として選定します。 

 

（７）提案内容評価の項目と配点表 

提案内容評価の項目と配点は、提案評価項目と配点表を参照のこと。 
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提案評価項目及び配点 

審査項目 評価の視点 配点 

１ 事業コンセプ

ト 

（１）基本コンセプトと町の募集要項の目的の方向性

が合致しているか 
5 

15 （２）本事業及び地域の現状・実情を理解しているか 5 

（３）施設運営及び維持管理に関する取組方針が妥当

なものであるか 
5 

２ 地域貢献度 

（１）寄地域の活性化 

30 

①雇用創出や地域貢献活動など地域活力を生み出す

事業計画であるか 
10 

②地域課題を踏まえ、その解決に向けた提案がされて

いるか 
10 

③町の実施している既存の事業との協調性、親和性、

協力体制が検討されているか 
10 

（２）地域との共生の考え方 

25 ①地元人材や団体の活用や関係構築に向けた考え方 15 

②地元で行われる活動等への協力の考え方 10 

３ 事業内容 

（１）事業の内容について 

50 
①寄小学校の学校運営に対する配慮が適切か 20 

②地域住民にとって魅力的な施設及び事業であるか 15 

③実現性のある具体的な事業計画であるか 15 

（２）事業の持続性・実現性 

30 

①適切な事業収支計画が検討されているか 10 

②事業実施に向けた組織体制が適切か 5 

③事業スケジュールが具体的に組まれているか 10 

④事業開始時の資金調達の目途が立っているか 5 

４ 応募者の団体

としての評価 

（１）過去の実績について 10 
20 

（２）応募者の経営指標について 10 

５ 価格点 
 

30 

合 計（総合評価値） 200 
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採点基準及び得点の算定割合 

採点基準 得点 

Ａ 評価の視点に即して特に優れた内容の提案である 配点×1.0 

Ｂ 評価の視点に即して優れた点が認められる提案である 配点×0.75 

Ｃ 評価の視点に即して標準的な提案である 配点×0.5 

Ｄ 評価の視点に即した提案が十分とはいえない 配点×0.25 

Ｅ 評価の視点に即した提案がなされていない、又は提案に実現性がない 0 

 


